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巻頭言

本センターの基盤は、1978年、発達心理学講座の三宅和夫教授が奔走されて設置されることになった

教育学部の附属教育研究施設である「乳幼児発達臨床センター」である。当時は１階部分に、縦断的発

達研究を行い、保育に関わる実習・実験を行うための施設として幼児園が設定されていた。三宅先生を

中心とする発達心理学講座は、縦断研究のメッカとして全国から注目されていた。三宅先生の共同研究

者でもあったアメリカの著名な発達心理学者 J.Kaganも、本センターを訪れて講演を行っている。

このように、発達心理学研究を中心に展開してきた本センターは、2006年に教育学研究科附属の「子

ども発達臨床研究センター」として新たに出発することになった。これは教育学研究科の附属教育研究

施設として、より広い視野で教育科学の展開を目指すため、乳幼児期だけでなく児童/青年期も含めた社

会との関わりにおける具体的な教育的事象としての「発達」を、またその臨床的実態を解明しようとす

る姿勢を示そうとするものであった。そのため、センターに「子ども臨床研究部門」「子ども発達研究部

門」「子ども支援研究部門」の３部門をおき、主にこの３つの領域で研究を進めることとした（なお2007

年からは、教育学研究院の附属施設となっている）。

そして、「乳幼児発達臨床センター」の発足以来刊行されてきた紀要は、「子ども発達臨床研究センター」

の紀要として新たに「子ども発達臨床研究」と名付けられ、再出発した。創刊号では、「研究センターと

しての再構築」（青木、2007）を目指して行われたシンポジウム「現代社会における子どもたちの〝生き

づらさ"を考える」における話題提供者の報告が掲載された。第２号からは、田中康雄教授を中心とし

て５年間にわたり展開された「軽度発達障害児・者に対する生涯発達支援プログラムの開発」をテーマ

とした事業に関する研究成果、本センターにおいて2001年から行われている「北大土曜教室」に関する

諸論文、地域生活支援に関する諸論文などが掲載されてきた。

諸事情から2010年の第４号で本誌の刊行が休止していたが、この間に学部を挙げてセンターを中心に

大型研究に取り組むための体制づくりについて検討が進められた。様々な研究領域の教員で組織された

研究プラットフォーム委員会でなされた議論は、「発達」と「支援」をキーワードとして「実践」を総体

的に把握し、従来のアプローチから一歩進んだ領域横断的な分析を行うというアイデアを生み出して

いった。そして、現場で働く様々な領域の実践者においでいただき、現場の悩みを語っていただきつつ

その内容を整理していく、という「困りごとワークショップ」の開催につながった。また同時に、「遊ぶ・

学ぶ・働く― 持続可能な発達の支援のために― 」（2011年）、「『生きづらさ』を超えて」（2012年）と

題したシンポジウムを開催してきた。このような取り組みは、「発達支援学」という新しい領域を創り出

していこうとする流れになりつつある。

教育学研究院におけるセンターの役割をより明確に、より活発に展開していく証として、本年度より

「子ども発達臨床研究」の発刊を再開することになった。本号では、発達とその臨床に関わる諸テーマで、

地域との関わりも含めて行われた研究成果を掲載している。

今後さらに発刊されていく「子ども発達臨床研究」では、本センターの役割のひとつとして実施して

いく様々なシンポジウムやセミナーなどの報告も含めて、子どもの発達のありさまを様々な教育的事象

の中に探りつつ、その背景にある社会の本質的メカニズムをみていこうとする、私たち教育学研究院の

研究姿勢を学内外に示していくことができるものと期待している。

（センター長 室橋春光)
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